
平
成
二
十
七
年
三
月
二
十
四
日
提
出

質

問

第

一

六

一

号

原
発
の
電
源
系
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の
安
全
性
の
評
価
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

原

口
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原
発
の
電
源
系
統
の
安
全
性
の
評
価
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
第
一
原
発
事
故
発
生
前
の
第
一
次
安
倍
内
閣
に
お
い
て
は
、
平
成
十
八
年
十
二
月
、
「
巨
大
地

震
の
発
生
に
伴
う
安
全
機
能
の
喪
失
な
ど
原
発
の
危
険
か
ら
国
民
の
安
全
を
守
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
第
一
六
五

回
国
会
質
問
第
二
五
六
号
）
に
対
し
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
原
発
一
号
炉
で
発
生
し
た
二
重
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

電
源
の
喪
失
事
故
に
関
し
て
「
我
が
国
の
原
子
炉
施
設
は
、
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
発
電
所
一
号
炉
と
は
異
な
る
設
計
と
な
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
か
ら
、
同
発
電
所
一
号
炉
の
事
案
と
同
様
の
事
態
が
発
生
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」
旨
の
、
ま
た
大
規
模
地
震

や
津
波
の
発
生
時
に
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
原
発
一
号
炉
と
同
様
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
の
停
止
に
よ
り
機
器
冷
却
系
が
停
止
す
る

可
能
性
に
関
し
て
は
「
地
震
、
津
波
等
の
自
然
災
害
へ
の
対
策
を
含
め
た
原
子
炉
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
、
原
子
炉
の
設
置
又

は
変
更
の
許
可
の
申
請
ご
と
に
、
『
発
電
用
軽
水
型
原
子
炉
施
設
に
関
す
る
安
全
設
計
審
査
指
針
』
（
平
成
二
年
八
月
三
十
日

原
子
力
安
全
委
員
会
決
定
）
等
に
基
づ
き
経
済
産
業
省
が
審
査
し
、
そ
の
審
査
の
妥
当
性
に
つ
い
て
原
子
力
安
全
委
員
会
が
確

認
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
よ
う
な
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
に
安
全
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
る
」
旨
の
答
弁
書

を
決
定
し
て
い
る
。

し
か
し
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
、
我
が
国
に
お
い
て
も
「
二
重
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

一



電
源
の
喪
失
」
「
機
器
冷
却
系
の
停
止
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
懸
念
さ
れ
て
い
た
事
態
が
生
じ
、
そ
の
結
果
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン

を
伴
う
大
規
模
事
故
の
発
生
を
招
く
こ
と
と
な
っ
た
。
福
島
第
一
原
発
事
故
の
発
生
以
後
、
民
主
党
政
権
に
お
い
て
原
子
力
安

全
関
係
業
務
を
担
う
原
子
力
規
制
委
員
会
を
設
置
し
、
同
委
員
会
に
お
い
て
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
や
テ
ロ
対
策
も
盛
り

込
ん
だ
新
規
制
基
準
が
策
定
さ
れ
、
現
在
、
原
発
を
保
有
す
る
電
力
会
社
の
申
請
に
基
づ
い
て
本
規
制
基
準
の
適
合
性
に
つ
い

て
審
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
平
成
二
十
六
年
九
月
に
川
内
原
発
一
号
機
・
二
号
機
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
七
年
二
月
に
は
高

浜
原
発
三
号
機
・
四
号
機
に
つ
い
て
適
合
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
申
請
中
の
十
四
原
発
二
十
基
に
つ
い
て
も
、

逐
次
適
合
性
審
査
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
適
合
性
確
認
が
終
了
し
た
案
件
か
ら
地
元
同
意
等
の
手
続
き
を
経
て
逐
次
再
稼
働
し

て
い
く
方
針
で
あ
る
。

以
上
の
状
況
を
前
提
に
、
震
災
後
四
年
を
経
て
な
お
福
島
第
一
原
発
事
故
の
爪
痕
が
残
る
中
、
奇
し
く
も
当
時
と
同
じ
安
倍

首
相
が
政
権
を
担
い
原
子
力
政
策
の
推
進
に
意
欲
を
示
す
現
状
に
お
い
て
、
原
子
力
の
規
制
の
在
り
方
に
係
る
安
倍
内
閣
の
認

識
に
つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
。

一

上
述
の
平
成
十
八
年
の
質
問
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
で
は
、
「
二
重
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
の
喪
失
」
「
機
器
冷
却
系
の
停

止
」
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
我
が
国
で
は
杞
憂
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
福
島
第
一
原
発
事
故
が
発
生
し
た
こ
と

二



に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
こ
の
よ
う
な
「
原
子
力
安
全
神
話
」
に
基
づ
く
過
信
と
危
機
感
の
弛
緩
が
本
来
必
要
と
な
る
安
全
対

策
の
不
備
を
招
き
、
結
果
と
し
て
福
島
第
一
原
発
事
故
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
安
倍
政
権
で
は
、
当
時
、
ど
の
よ

う
な
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
当
該
答
弁
を
行
っ
た
の
か
、
ま
た
、
福
島
第
一
原
発
事
故
が
実
際
に
発
生
し
た
以
上
、
当
該

答
弁
の
論
理
あ
る
い
は
前
提
条
件
の
ど
こ
に
過
ち
が
あ
っ
た
と
評
価
し
て
い
る
の
か
。

二

民
主
党
政
権
時
に
見
直
し
が
開
始
さ
れ
、
平
成
二
十
五
年
七
月
に
原
子
力
規
制
委
員
会
に
お
い
て
策
定
さ
れ
た
新
規
制
基

準
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
シ
ビ
ア
ア
ク
シ
デ
ン
ト
対
策
、
テ
ロ
対
策
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、

上
記
の
「
二
重
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
の
喪
失
」
「
機
器
冷
却
系
の
停
止
」
の
二
点
に
つ
い
て
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
現
在

実
施
し
て
い
る
適
合
性
審
査
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
な
検
証
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な
判
断
に
よ
り
福
島
第
一
原
発
事
故
と
同

程
度
の
大
規
模
地
震
や
津
波
の
発
生
に
対
し
安
全
性
が
確
保
で
き
る
も
の
と
評
価
し
て
い
る
の
か
、
一
の
答
弁
を
踏
ま
え
、

客
観
的
な
根
拠
に
基
づ
く
答
弁
を
お
伺
い
し
た
い
。

三

こ
の
他
、
報
道
及
び
予
算
委
員
会
で
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
福
島
第
一
原
発
に
お
い
て
放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た
雨
水
が

排
水
路
を
通
じ
て
外
洋
に
流
出
し
続
け
て
い
た
こ
と
が
こ
の
二
月
に
明
ら
か
に
な
っ
た
問
題
に
関
し
、
原
子
力
規
制
委
員
会

は
、
雨
水
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
い
わ
ゆ
る
炉
規
法
の
排
出
規
制
及
び
報
告
義
務
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
と
し
、

三



現
状
の
把
握
も
東
京
電
力
か
ら
の
報
告
任
せ
に
す
る
等
、
炉
規
法
の
運
用
改
善
や
東
京
電
力
に
対
す
る
報
告
徴
収
等
の
積
極

的
・
主
体
的
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
か
っ
た
状
況
が
伺
わ
れ
る
。
本
件
に
つ
き
、
安
倍
内
閣
で
は
、
一
昨
年
の
Ｉ
Ｏ
Ｃ
総
会

で
の
総
理
発
言
を
踏
襲
し
、
「
港
湾
内
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
」
旨
の
説
明
に
終
始
し
て
い
る
か
に
見
受
け
ら
れ
る

が
、
安
倍
内
閣
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
原
子
力
規
制
委
員
会
の
対
応
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
か
お
伺
い
す

る
。

右
質
問
す
る
。

四


